



(1615) から公布され始めた武家諸法度による衣服規制は、慶応 2 年 (1866) までの約 250 年














内に設置した日本人専用の居留地である。倭館は、第 1 期（応永 30―文禄元年、世宗 5―宣
祖 25 年：1423―1592）と第 2 期（慶長 13―明治 9 年、宣祖 41―高宗 13 年：1608―1876）の
245
草梁倭館にみる日本人の服飾＊







館、米国 University of Southern California Korean Heritage Library の方々に深甚の謝意を表す次第で
す。





14 年（光海君 1 年：1609）に閉鎖されてしまう 4)。その後の日本使節の上京は、寛永 6 年
（仁祖 7 年：1629）に外交僧の玄方が上京した一度の例外を除き許さず、すべての日朝外交
の実務は釜山の倭館に限定されるようになる。特に、延宝 6 年（肅宗 4 年：1678）4 月に、
釜山の草梁に大規模な新倭館が完成されて以来、草梁倭館は明治 9 年（高宗 13 年：1876）
に日本の明治政府の外務省に接収されるまで約 200 年間 (1678―1876) に亘り、日朝外交や貿
易の最前線の舞台として非常に重要な役割を果たした。
草梁倭館は女人禁制の男だけの町であった。そのためそこに居留する日本人は、主に対馬
























ない近世の日朝関係の多面的な様相が窺われる。倭館の面積は 10 万坪 10) で、居住者が多い






馬歴史民俗資料館に約 36,000 点、九州国立博物館に 14,078 点 12)、東京大学史料編纂所に約
3,000 点、国立国会図書館に約 1,600 点、慶應義塾図書館に約 1,000 点、東京国立博物館に
約 160 点、韓国国史編纂委員会に約 28,000 点で、日本と韓国に分散して所蔵されている。





















月）をみると、享保 14 年（英祖 5 年：






































































































































































































外交儀礼における行列の人数は、正保 2 年（仁祖 23 年：1645 年）の参判使（大差倭）が初
めて釜山に渡って（渡釜）15) 以来、参判使（大差倭）は正官 1 名、都船主 1 名、封進 1 名、
侍奉 2 名、半従 16 名、足軽（格倭）70 名に、裁判官（小差倭）は正官 1 名、封進 1 名、














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































「倭館図」（韓国国立中央博物館蔵）は、釜山東 府の絵師（画員）・卞璞 23)（英祖 17―正
祖 7 年以後：1741―1783 以後）が倭館の全景を鳥瞰図形式に描いたものである。制作年度は


























研究においても、その資料的な価値は大きい。その 3 点の屏風のうち、今回は「東 府使
接倭使図」を取り上げることにする。
1)「東 府使接倭使図」の概要及び制作年代の推定
作者未詳、または鄭 （顯宗 12―英祖 35 年：1671―1759）筆とも言われる「東 府使接
倭使図」は、屏風にみる画風から判断し、卞璞の作品とも見なされている 28)。十曲屏風の各
扇の図はいずれも紙本彩色で、画面の大きさは縦 81.5 cm ×横 460.0 cm である。本屏風の
図様を右から左に眺めていくと、第 1 扇には東 邑城の景色、第 2 扇と第 3 扇には釜山浦




通常、本屏風の製作年度は、第 9 扇にみる「誠信堂」の造成年度 29) を根拠として、1730
年以後とされているものの、具体的な制作年代は解明されていない状況である。ここでは、
本屏風の第 10 扇に画かれた朝鮮側の衣服の形態に焦点を当て、本屏風の制作年代の再検討
に迫りたい。まず、第 10 扇（図 8）にみる宴大庁の東壁側には、東 府使と釜山僉使が紗
帽に常服の姿で座っているが、常服 30) は朝鮮の文武百官が執務の際に着用する胸背の付いた
團領のことである。團領の襟ぐりの形態は時代により変化が見られるが、ことに、17 世紀
には襟ぐりの丸みの深さが浅く（図 9）、18 世紀から 19 世紀にかけてだんだん深くなって
いく。ここで A の團領の襟ぐりに注目してみると、襟ぐりの丸みが深くなっており（図
10）、18 世紀後半の姜世晃（肅宗 39―正祖 15 年：1713―91）肖像画にみる常服の襟ぐりの形
とほぼ一致している（図 11）。この点は、18 世紀中期以前に歿した密昌君（肅宗 3―英祖 22
年：1677―1746）肖像画にみる常服の襟ぐりの形との比較からも容易に認められる（図
12）。
次に、宴大廳の中央では B の袖幅が狭く身頃の丈の短い回装チョゴリ 31) に、襞をおおく
取った丈の長いチマを装った東 府の官妓（妓生）達が、朝鮮の伝統舞を披露している（図
13）。このようなチマ・チョゴリの形態は 18 世紀後半以後によく見られるものの、朝鮮後
期の実学者李徳懋（英祖 17―正祖 17 年：1741―1793）は、彼の著書『青莊館全書』卷之三
十の士小節に「時世之服．上衣太短窄．下裳太長博．服妖也．」32) と記しており、その様子
は朝鮮後期の風俗画、申潤福（英祖 34?―純祖 13 年以後：1758?―1813 以後）の「 園風俗
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圖帖」（図 14）や朝鮮後期の実物資料である清衍郡主（英祖 30―純祖 21 年：1754―1821）の
三回装チョゴリからも確認される（図 15）。以上のことから、本屏風の制作年代は少なくと
も 18 世紀中期以後とみるのが妥当であろう。加えて参判使の渡釜時期を勘案すると、宝暦
13 年（英祖 39 年：1763）の關白生自告慶差倭、天明 8 年（正祖 12 年：1788）の通信使請
退差倭、寛政 3 年（正祖 15 年：1791）の通信使議定差倭 33) のうち、ある一つの参判使一行
を描いたのではないかと考えられる。
2)「東 府使接倭使図」にみる日本使節の服飾の考察







是兩巡 釜山僉使又如之然後 倭使於府使 僉使及訓導 別差之前 各進箱饌 行酒數巡後府使更勸
一杯以致慇懃而罷 伴從等 則跪坐南行 而不給酒饌。」とあり、第 10 扇（図 8）にみるよう
に、両国の使臣らが外交儀礼の規定に従って宴席に臨んでいる様子が読み取れる。
宴大廳の西壁側には、C の参判使一行のうち、正官をはじめとする計 7 名（風折烏帽子
を被っている横の姿 4 名・後ろ姿 3 名）の人物が描かれている（図 16）。
しかし、既に 3 の (1) 外交使節としての対馬使節の服飾で述べたように、参判使（大差
倭）一行のうち要員の数は、正官 1 名、都船主 1 名、封進 1 名、侍奉 2 名の計 5 名で構成









ここで、図 16 にみる正官を含む 7 名の服装に注目していくと、全員風折烏帽子に垂首形
式の青い衣服を装っている。両肩に紋がついていることから、五位の諸大夫の装束である大
















小袖の上に羽織 40) を羽織っている様子である（図 19）。江戸後期における町人の礼服は、小
袖に羽織袴を着けた姿、または小袖に羽織姿であったが、ここでは A のように日常着であ
る小袖のみの着装図も描かれている。既に 3 の (1) 外交使節としての対馬使節の服飾でも触
れたように、おそらく規定の外交儀礼における行列の人数が不足したため、至急礼服の用意
できなかった何人かが含まれていたからだと考えられる。ここで、図 19 にみる B の羽織の
丈に注目すると、膝よりやや上の長さであることが確認される。元文年間 (1736―40) にみる
羽織の丈が小袖とほぼ同じ長さであったこと 41)、また宝暦 4, 5 年 (1755―56) 頃から羽織の丈











い袴と『守貞漫稿』（天保 8―嘉永 6 年：1837―53）にみる股引の図を比較してみると、大変
に類似していることが見て取れる（図 20）。江戸では明和年間 (1764―1771) から絹の股引の




















第三に、卞璞筆「倭館図」（天明 3 年、正祖 7 年：1783）に描かれている「染家」は、草
















1) 士 60 回、百姓 12 回、町人 60 回で計 132 回である。（西村綏子「江戸時代における衣服規制
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―変遷の概要と性格―」『家政学雑誌』vol. 31 No. 6、日本家政学会、1980 年 6 月。




4) 崔永禧「草梁倭館」『朝鮮通信使』韓国国立中央博物館、三和出版社、1986 年、123 頁。











10) 同時代の長崎の出島は約 4 千坪であったから、その 25 倍に相当する敷地である。
11) 国書刊行会編『通航一覽（1772 年）』国書刊行会、1912―1913 年参照。
12) 2005 年の 6 月の時点で、日本の重要文化財として計 14,078 点。その内訳は印章（図書・木印）
37 点、朝鮮国書契・書簡 16 点、文書・記録類 13,780 点、書画・器物類 200 点、文書箱 45 点と







15) 『邊例集要』巻 1、別差倭 乙酉 (1654) 5 月の記録によると、正官橘成般以下 126 名が渡釜した。
大韓民国文教部国史編纂委員会『韓国史料叢書―邊例集要（上）』探求堂、1969 年 12 月―
1970 年 12 月。
16) 洪性徳「17 世紀朝・日外交使行研究」韓国全北大學校博士学位論文、全北大學校、1998 年、
178 頁。
17) 泉澄一『対馬藩藩儒雨森芳州の基礎的研究』関西大学東西学術研究所、1997 年、185 頁。
18) 烏帽子の頂きを折りふせたもので、右折烏帽子は上皇用、左折烏帽子は地下が着用する。
19) 伊勢貞丈（1717―1784 年）著『貞丈雑記』1 巻には、「織文あるを狩衣と云い、織文なきを布衣





20) 市岡正一『徳川盛世録（第壱編巻之壱・巻之弐、1889 年刊）』平凡社、1989 年、277 頁。
21) 本文の解読は、元金沢学院大学教授美谷一夫先生、日本風俗史学会笹岡洋一先生、神埜正子先生
のご教示によるものである。解読できない部分は□で表示した。
22) 朝鮮王朝実録　純祖実録（一）四七、影印縮刷版、国史編纂委員会、探求堂、1970 年、644 頁。
23) 第 11 回目（英祖 40 年：1764 年）の朝鮮通信使の一員（第 3 船長）として来日した経験があり、
代表作品として「釜山鎭殉節圖」、「東 府殉節圖」（英祖 36 年：1760）などが挙げられる。
24) 「釜山和館工図」には、館守家、開市大廳、裁判家、東大廳、中大廳、西大廳、宴享廳、關防な
どが描かれている。高橋章之助『宗家と朝鮮』1920 年。
25) 田代和生『倭館―鎖国時代の日本人町』文芸春秋、2002 年、150 項。
26) 作者未詳。十曲屏風。「東 府使接倭使図」とは異なり、第 10 隻に倭館の様子が描かれている。
現在、韓国国立晋洲博物館で保管されている。
27) 作者未詳。十曲屏風。画風から判断し、制作年代は 19 世紀と推測される。現在、日本の九州国
立博物館で保管されている。
28) 卞璞筆「東 府殉節圖」（英祖 36 年：1760 年）にみる東 城の城樓の形態と「東 府使接倭使
図」の第 1 扇にみる城樓の形態が類似している。李美也「釜山・慶南地域書画家に対する一考
察」『博物館研究論集 2』釜山博物館編、1998 年、207―208 頁参照。
29) 『誠信堂十間　内舎八間　行廊十間　歇所五間　沙器庫二間　大門一間　即訓導所処也　丁未






（ ）、袖先（ ）、結び紐（ ）、脇（ ）を縫い飾る。飾られた部位によって、半回装
チョゴリ（襟、袖先、結び紐）、または、三回装チョゴリ（襟、袖先、結び紐、脇）と呼ばれた。
32) 李徳懋『青莊館全書』卷之三十のマイクロフィルム，University of Southern California Korean
Heritage Library 蔵。
33) 洪性徳、前掲書、178 頁。
34) 純祖 2 年 (1802)、堂上訳官・金健瑞が『通文館志』（淑宗 46 年：1720）中、「交隣条」を増補・
編纂した外交関係書。『奎章閣叢書第六―増正交隣志』京城帝国大学法文学部、日本、1940
年。
35) 朝鮮の風俗、慣習、外交、相好認識など 54 項目が収録されている。
36) 雨森芳洲著、泉澄一編『雨森芳洲全書三　芳洲外交関係資料書翰集』関西大学東西学術研究所、
1982 年、61 頁。
















43) 伊勢貞丈著、島田勇雄校注『貞丈雑記』1 巻、平凡社、1985 年、158 頁。
44) 日本大辞典刊行会編『日本国語大辞典』第 16 巻、小学館、1976 年、321―322 頁。






図 4 韓国国立中央博物館蔵。『朝鮮時代通信使』韓国国立中央博物館、1986 年、78 頁より転載。
図 5 図 4 に同じ。
図 6 図 4 に同じ。
図 7 図 4 に同じ。
図 8 韓国国立中央博物館蔵。『朝鮮時代風俗 』韓国国立中央博物館、2002 年、41 頁より転載。
図 9 日本天理大学所蔵。金英淑：『韓国服飾文化事典』美術文化、1999 年、225 頁より転載。
図 10 図 8 に同じ。
図 11 韓国国立中央博物館蔵。
図 12『石宙善記念博物館第 23 回特別展図録』檀國大学校、2004 年より転載。
図 13 図 8 に同じ。
図 14 澗松美術館蔵。文化観光部編『 』美術文化、2001 年、108 頁より転載。
図 15 韓国高麗大学校博物館蔵。金英淑『韓国服飾文化事典』美術文化、1999 年、19 頁を基に作図。
図 16 図 8 に同じ。
図 17 京都大学附属図書館所蔵。
図 18 左：図 8 に同じ／中：『徳川盛世録』平凡社、1989 年、259 頁より転載／右：徳川美術館蔵。
『日本の美術』1994 年、54 頁、No. 340 より転載。
図 19 左：図 8 に同じ／右：寺島良安『和漢三才図會 (1712)』上、東京美術、1995 年、366 頁より転
載。

























図 9 林慶業 (1594―1646) 肖像画 図 10 東 府使の常服（図 8 A）
図 11 姜世晃 (1713―91) 肖像画
図 13 官妓のチマ・チョゴリ（図 8 B）
図 16 清衍郡主 (1754―1821) のチョゴリの実物資料と実測図
図 15 申潤福（1758?―1813 以後）「 園風俗圖
帖」のうち、年小踏青の部分図



















図 20 「東 府使接倭使図」第 10 扇にみ
る足軽の服装と『守貞漫稿』にみ
る股引・パッチの比較図（図 8 E）
図 19 「東 府使接倭使図」第 10 扇にみる
羽織と小袖の着装図（図 8 D）
図 18 「東 府使接倭使図」第
10 扇にみる参判使の服飾
と大紋と素襖の比較図
図 16 「東 府使接倭使図」第 10 扇にみる参判使の服飾
（図 8 C）
図 17 絵巻「朝鮮図会」正官行列の部分図
風折烏帽子 侍烏帽子
正官
